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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子書籍データを生成する端末装置であって、
　見開き状態の書籍のページを撮像する撮像手段と、
　前記撮像手段によって撮像された前記ページの画像を記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段に記憶された前記画像を表示画面に表示する表示手段と、
　前記撮像手段、前記記憶手段、及び前記表示手段の動作を制御する制御手段と、
　を備え、
　前記制御手段は、
　　前記書籍の各ページを前記撮像手段に撮像させるステップと、
　　撮像された前記ページの画像と、前記画像から切り出したページ番号の画像と、前記
ページの撮像順に基づく期待ページ番号と、を対応付けて前記記憶手段に記憶させるステ
ップと、
　　前記記憶手段に記憶された前記ページの画像、切り出した前記ページ番号の拡大した
画像、及び前記期待ページ番号を一つの組として、複数の前記組をスクロール可能に表示
画面に表示させるステップと、
　　を実行する、
　ことを特徴とする端末装置。
【請求項２】
　電子書籍データを生成する端末装置が実行する方法であって、
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　見開き状態の書籍の各ページを撮像するステップと、
　撮像した前記ページの画像と、前記画像から切り出したページ番号の画像と、前記ペー
ジの撮像順に基づく期待ページ番号と、を対応付けて管理テーブルに登録するステップと
、
　前記管理テーブルに登録された前記ページの画像、切り出した前記ページ番号の拡大し
た画像、及び前記期待ページ番号を一つの組として、複数の前記組をスクロール可能に表
示画面に表示するステップと、
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項３】
　前記登録するステップでは、操作部を介して入力された期待ページ番号であって、任意
の前記ページの画像に対応する期待ページ番号を管理テーブルに登録し、当該期待ページ
番号を基準として、他のページの画像に対応する期待ページ番号を撮像順に基づいて管理
テーブルに登録する、
　ことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　電子書籍データを生成する端末装置に用いるコンピュータに、
　見開き状態の書籍の各ページを撮像装置に撮像させる機能、
　撮像された前記ページの画像と、前記画像から切り出したページ番号の画像と、前記ペ
ージの撮像順に基づく期待ページ番号と、を対応付けて記憶装置に記憶させる機能、
　前記記憶装置に記憶された前記ページの画像、切り出した前記ページ番号の拡大した画
像、及び前記期待ページ番号を一つの組として、複数の前記組をスクロール可能に表示画
面に表示させる機能、
　を実現させることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、端末装置および方法ならびにプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、本等において、重なっているページを１枚ずつ分離してめくり、そして、１枚ず
つめくられたページを撮影し、画像処理して電子化する自動ページめくり装置が知られて
いる。
【０００３】
　上記した自動ページめくり装置において、例えば、特許文献１に、本のページを分離し
てめくる動作を１つの動作で実現することにより、本めくりの高速かをはかる技術が記載
されている。また、例えば、特許文献２に、めくり先位置からめくり元位置へとページが
戻ってしまうことを防止し、ページめくりの確実性を高める技術が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１４－６１６１９号公報
【特許文献２】特開２０１４－１１７８９３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　このような事情から、自動ページめくり装置において、例えば、本をめくって撮影した
画像をページ順に揃える等、ページ合わせを容易にできるツールの出現が望まれている。
【０００６】
　本発明は、上記した事情に鑑みてなされたものであり、ページ合わせを容易にできる端
末装置および方法ならびにプログラムを提供する。
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【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の第１の態様は、電子書籍データを生成する端末装置であって、見開き状態の書
籍のページを撮像する撮像手段と、前記撮像手段によって撮像された前記ページの画像を
記憶する記憶手段と、前記記憶手段に記憶された前記画像を表示画面に表示する表示手段
と、前記撮像手段、前記記憶手段、及び前記表示手段の動作を制御する制御手段と、を備
え、前記制御手段は、前記書籍の各ページを前記撮像手段に撮像させるステップと、撮像
された前記ページの画像と、前記画像から切り出したページ番号の画像と、前記ページの
撮像順に基づく期待ページ番号と、を対応付けて前記記憶手段に記憶させるステップと、
前記記憶手段に記憶された前記ページの画像、切り出した前記ページ番号の拡大した画像
、及び前記期待ページ番号を一つの組として、複数の前記組をスクロール可能に表示画面
に表示させるステップと、を実行する、ことを特徴とする端末装置を提供する。
【０００８】
　本発明の第２の態様は、電子書籍データを生成する端末装置が実行する方法であって、
見開き状態の書籍の各ページを撮像するステップと、撮像した前記ページの画像と、前記
画像から切り出したページ番号の画像と、前記ページの撮像順に基づく期待ページ番号と
、を対応付けて管理テーブルに登録するステップと、前記管理テーブルに登録された前記
ページの画像、切り出した前記ページ番号の拡大した画像、及び前記期待ページ番号を一
つの組として、複数の前記組をスクロール可能に表示画面に表示するステップと、を含む
ことを特徴とする方法を提供する。
【０００９】
　本発明の第３の態様は、電子書籍データを生成する端末装置に用いるコンピュータに、
見開き状態の書籍の各ページを撮像装置に撮像させる機能、撮像された前記ページの画像
と、前記画像から切り出したページ番号の画像と、前記ページの撮像順に基づく期待ペー
ジ番号と、を対応付けて記憶装置に記憶させる機能、前記記憶装置に記憶された前記ペー
ジの画像、切り出した前記ページ番号の拡大した画像、及び前記期待ページ番号を一つの
組として、複数の前記組をスクロール可能に表示画面に表示させる機能、を実現させるこ
とを特徴とするプログラムを提供する。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、ページ合わせを容易にできる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施の形態に係る撮像装置を用いた書画カメラシステムの概略構成を示
す斜視図である。
【図２】図１の書画カメラシステムの制御系の構成を示すブロック図である。
【図３Ａ】ページの撮影手順を説明するために引用した図である。
【図３Ｂ】ページの撮影手順を説明するために引用した図である。
【図３Ｃ】ページの撮影手順を説明するために引用した図である。
【図４】自動撮影時の制御フローを示す図である。
【図５】手動撮影時の制御フローを示す図である。
【図６】撮影時に付与される連続番号の一例を示す図である。
【図７】撮影メニューの一例を示す図である。
【図８】撮影時の基本制御フローを示す図である。
【図９】左右ページの撮影手順を示すフローチャートである。
【図１０】管理テーブルのデータ構造の一例を示す図である。
【図１１】管理テーブルの第３層の生成フローを示す図である。
【図１２】管理テーブルの第２層の生成フローを示す図である。
【図１３】管理テーブルの第１層の生成フローを示す図である。
【図１４】ページ画像の管理フローを示す図である。
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【図１５】ページ番号の拡大表示とその制御フローを示す図である。
【図１６】期待ページ表示機能の制御フローを示す図である。
【図１７】ページ順の確認方法を画面上に示した模式図である。
【図１８】画像リストの表示の一例を示す図である。
【図１９】画像リスト表示機能（単ページ）の制御フローを示す図である。
【図２０】画像リスト表示機能（見開きページ）の制御フローを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施の形態（以下、単に本実施形態という）に係る撮像装置について詳
細に説明する。なお、本実施形態の説明の全体を通して同じ要素には同じ番号または符号
を付している。
【００１３】
（実施形態の構成）
　図１は本実施形態に係る撮像装置（タブレット２）を用いた書画カメラシステムの要部
構成を示す説明図である。以下の説明においては本Ｂの各ページＰを、図中、矢印で示す
ように、左から右に向かってめくる場合について説明する。
【００１４】
　図１に示すように、書画カメラシステム１には、本Ｂの各ページＰを撮像する撮像部を
備えるタブレット２と、本ＢのページＰをめくる自動ページめくり装置３と、を備えてい
る。
　タブレット２と自動ページめくり装置３は、それぞれに内蔵されたＢｌｕｅｔｏｏｔｈ
（登録商標）やＷｉ－Ｆｉ（登録商標）等の近距離無線通信アダプタで通信自在に接続さ
れている。
【００１５】
　タブレット２はスタンド２０に載置され、タブレット２の背面に実装されたカメラ（撮
像部）を本Ｂに向けることにより、その画角内に本Ｂが収まるような配置になっており、
左側のページまたは右側のページにフォーカスして撮影することができるような構成にな
っている。
【００１６】
　自動ページめくり装置３は、開かれた本Ｂを保持する保持台６と、保持台６上の本Ｂの
ページＰのめくり元位置でページＰを保持し、ページＰのめくり先位置でページＰに対す
る保持を解除するめくり機構３０と、めくり元位置にあるページＰの上方に風を通過させ
ることでめくり先位置にあるページＰに対して風を当てる送風部５と、図示省略された制
御部とを備えている。
【００１７】
　なお、自動ページめくり装置３については、本出願と同一出願人により出願され、公開
された特許文献２に詳細に記載されているため、ここでは、重複を回避する意味で詳細な
説明を省略する。
【００１８】
　図２に、書画カメラシステム１を構成するタブレット２と、自動ページめくり装置３の
制御構成がブロック図で示されている。
　図２に示すように、タブレット２は、撮像部２１と、操作部２２と、表示部２３と、通
信部２４と、制御部２５と、記憶部２６と、を含み構成される。
【００１９】
　撮像部２１は、本Ｂ等のページ画像を撮影可能なカメラであり、レンズを含む光学系の
他に、ＣＣＤ（Charge　Coupled　Device）やＣＭＯＳ（Complementary　Metal　Oxide　
Semiconductor）等で構成された撮像素子を有し、この撮像素子で光電変換されたアナロ
グ画像信号は色分離や色成分の毎のゲイン調整が行われた後ディジタルデータに変換され
、デモザイク処理が施され、ＬＣＤ（Liquid　Crystal　Display）や有機ＥＬ（Electro
　Luminescence）等の表示モニタを有する表示部２３に表示される。
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【００２０】
　操作部２２は、ページめくりに応じて左側のページ画像を順次撮影する左側ページ用の
自動撮影モードと、ページめくりに応じて右側のページ画像を順次撮影する右側ページ用
の自動撮影モードの選択操作が可能である。
【００２１】
　制御部２５は、操作部２２で選択された自動撮影モードに応じたページ画像の撮影を撮
像部２１に実行させる。
　表示部２３は、撮像部２１が撮影したページ画像を表示（出力）する。撮像部２１が撮
影したページ画像は、通信部２４、あるいは記憶部２６に出力してもよい。
【００２２】
　したがって、表示部２３、通信部２４、あるいは記憶部２６は、出力部として機能する
。なお、操作部２２と、表示部２３は、表示部２３の表示面上に操作部２２が一体形成さ
れたタッチパネルが使用される。
【００２３】
　また、操作部２２は、左側のページ画像を手動で撮影する左側ページ用の手動撮影モー
ドと右側のページ画像を手動で撮影する右側ページ手動撮影モードの選択操作が可能であ
り、制御部２５は、ページ画像の撮影が左側ページ用の手動撮影モードで行われた場合、
撮影されたページ画像を左側のページ画像とし、ページ画像の撮影が右側ページ用の手動
撮影モードで行われた場合、撮影されたページ画像を右側のページ画像とする処理を行う
。
【００２４】
　さらに、操作部２２は、ページ画像に対応した期待する期待ページ番号の入力操作も可
能である。なお、期待ページ番号については後ほど説明する。
　そして、操作部２２は、左側のページ画像の１つに入力された期待ページ番号を基準に
して、残る全ての左側の前記ページ画像に対する期待ページ番号を付与する左側ページ用
の期待ページ番号付与モードと、右側のページ画像の１つに入力された期待ページ番号を
基準にして、残る全ての右側のページ画像に対する期待ページ番号を付与する右側ページ
用の期待ページ番号付与モードの選択が行え、このモードが実行されると、制御部２５は
、選択された期待ページ番号付与モードに応じて左側または右側の残る全てのページ画像
に対して期待ページ番号の付与を行なう。後ほど説明するが、この期待ページ番号は、ペ
ージ画像とともに表示部２３に出力される。
【００２５】
　また、操作部２２は、左側のページ画像を１８０°回転することにより上下関係を反転
する左側ページ用のページ画像反転モードと右側のページ画像を１８０°回転することに
より上下関係を反転する右側ページ画像反転モードの選択も行え、このモードが実行され
ると、制御部２５は、選択されたページ画像反転モードに応じて左側または右側の全ての
ページ画像の上下関係を反転する画像反転処理を行う。
【００２６】
　さらに、操作部２２は、ページ画像のページ番号の画像領域を指定することが可能であ
り、制御部２５が、この指定された画像領域のサムネイルを作成する。また、操作部２２
は、画像領域の適用モードの選択が可能である。
　この画像領域の適応モードは、先ほど、ページ画像のページ番号の画像領域を指定した
のと同じ位置に該当する画像領域を他のページ画像においても画像領域として指定するモ
ードである。
【００２７】
　したがって、この適用モードが実行されると、制御部２５は、画像領域を指定したペー
ジ画像以外の残る全てのページ画像に対して指定された画像領域と同じ位置の画像領域を
指定するとともにサムネイルを作成する。後ほど説明するが、この作成されたサムネイル
はページ画像とともに表示部２３に表示に出力される。
【００２８】
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　加えて、操作部２２は、ページ画像を選択して別のページ画像を挿入する挿入処理、及
び、ページ画像を選択してページ画像を削除する削除処理の選択が可能であり、これを受
けて制御部２５は、選択されたページ画像に対して挿入処理及び削除処理を行う。
【００２９】
　記憶部２６には、例えば、半導体メモリが実装され、本実施形態に係るプログラムが記
憶されるプログラム領域と、制御部２５がプログラム実行の過程で生成される各種データ
が記憶される作業データ領域とが割り当てられている。
　作業データ領域には、例えば、３層構造の管理テーブル２６０が割り当てられ記憶され
る。
【００３０】
　管理テーブル２６０は、例えば、図１０に示すように、左側のページ画像を管理する左
管理テーブル２６３Ｌと少なくとも右側のページ画像を管理する右管理テーブル２６３Ｒ
とからなる第３層管理テーブル２６３と、左管理テーブル２６３Ｌと関連付けられて左側
のページ画像の順番を管理する左側画像順番管理テーブル２６２Ｌと右管理テーブル２６
３Ｒと関連付けられて右側のページ画像の順番を管理する右側画像順番管理テーブル２６
２Ｒとからなる第２層管理テーブル２６２と、第２層管理テーブル２６２と関連付けられ
て左側のページ画像と右側のページ画像とを合わせる時の順番を管理する第１層管理テー
ブル２６１とを含む。管理テーブル２６０のデータ構造等の詳細は後述する。
【００３１】
　なお、通信部２４は、自動ページめくり装置３との通信インタフェースを司り、ここで
は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）やＷｉ－Ｆｉ（登録商標）を使用した近距離無線通
信を行う通信アダプタをいう。
【００３２】
　自動ページめくり装置３は、制御部３１と、記憶部３２と、操作部３３と、モータ駆動
回路部３４と、通信部３５と、電源部３６と、を含み構成される。
　記憶部３２は、各種プログラムが記録されたＲＯＭと、ＲＯＭ中のプログラムの実行時
に当該プログラムが展開されるＲＡＭと、を含む。制御部３１は、操作部３３からの指示
に基づいてＲＯＭ中のプログラムをＲＡＭに展開し実行することでモータ駆動回路部３４
を制御する。
【００３３】
　操作部３３には、ページめくり処理を開始させる開始スイッチと、ページめくり処理を
停止させる停止スイッチ等が設けられている。
　制御部３１は、開始スイッチが操作されてから、停止スイッチが操作されるまでにめく
られたページ数をカウントし（この処理は、タブレット２で行ってもよい）、このカウン
ト値は記憶部３２のＲＡＭに記憶される。
　つまり、制御部３１が自動ページめくり装置３のめくり機構３０によるページＰのめく
り量を検出する。
【００３４】
　モータ駆動回路部３４には、ページＰのめくり元位置からめくり先位置までアーム部を
往復動するモータドライバ、ファンを駆動するモータドライバ、送風部５の風向調整部を
駆動するモータドライバが含まれる。
　通信部３５は、タブレット２が接続されるＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）やＷｉ－Ｆ
ｉ（登録商標）等の通信インタフェース部を司る。
　電源部３６は、上記した各ブロック３１～３５に電力を供給する。
【００３５】
（実施形態の動作）
　以下、図３以降を参照しながら本実施形態に係る撮像装置を使用した書画カメラシステ
ム１の制御系の動作について説明する。
【００３６】
　まず、図３Ａ，図３Ｂ，図３Ｃを用いて本を構成するページの撮影手順から説明する。
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ここでは、表紙と裏表紙を含め、Ｐ１～Ｐ１００までのページで構成される本の撮影順番
を示す。
　なお、本ページの順番は、左から右になるページ順、右から左になるページ順の２種類
あるが、撮影は、ページ順とは無関係に行うものとする。
　図３Ａ～図３Ｃにおいて、（ａ）（ｂ）（ｃ）に３分割された流れのそれぞれは、紙面
に向かって左から、（ａ）は基本的な撮影順を示す図であり、（ｂ）は右から左に向かう
ページ順の本の場合の撮影手順を示す図であり、（ｃ）は左から右に向かうページ順の本
の場合の撮影手順を示す図である。
【００３７】
　ここでは、本を読むときに左側のページから右側のページに読むことになるページ順に
なっている本の撮影手順について説明を行う。
　この場合、最初に、図３Ａ（ｃ）に示すように、左側のページの裏表紙近を手動で撮影
する（ステップＳ１）。
【００３８】
　次に、左側のページの中間ページを撮影するが、中間ページは、自動ページめくり装置
３と連動した自動撮影を行う（ステップＳ２）。
　そして、図３Ｂ（ｃ）に示すように、表紙付近を手動で撮影する（ステップＳ３）。
　これで左のページの撮影が終了したので、次に、本を逆方向にして右側のページの撮影
を行う。
【００３９】
　具体的には、図３Ｂ（ｃ）に示すように、右側のページの表紙付近のページを手動で撮
影し（ステップＳ４）、次に、図３Ｃ（ｃ）に示すように、右側のページの中間のページ
を自動ページめくり装置３と連動した自動撮影で行い（ステップＳ５）、右側のページの
裏表紙付近のページを、再び、手動で撮影する（ステップＳ６）。
　上記からわかるように、左側のページ又は右側のページのどちらか一方のページ画像は
、上下が逆に撮影されるのでページ画像の上下を反転させるページ画像反転モードを備え
ることが好適である。
　また、この場合、左側のページ又は右側のページのどちらが一方のページ画像は、全て
上下が逆に撮影されることから上下を反転させるページ画像反転モードは、上下が反転し
ている左側若しくは右側の全てのページ画像の上下が反転できることが好適である。
【００４０】
　なお、片面ページを撮影する方式の利点は、以下の（１）～（４）に列挙する４つある
。
　（１）めくり先位置のめくり機構３０は、撮影されない（写り込まない）、（２）撮影
する片面ページがなるべく平坦になるように、保持台６上の本の見開き角度を小さくする
ことで、撮影した片面ページの画像に対して強い湾曲補正を行う必要がない、（３）両面
ページを撮影する場合に比べて画角が狭いので、比較的に解像度が低いカメラであっても
所望の画質を得ることができ、（４）右側のページと左側のページを別々に撮影するため
、ページ抜けや重複が比較的少なく、また画像データの編集がしやすい、等である。
【００４１】
　自動ページめくり装置３と連動した自動撮影時の、タブレット２と自動ページめくり装
置３の制御フローが図４（ａ）（ｂ）にそれぞれ示されている。
　タブレット２は、図４（ａ）に示すように、制御部２５が初期化後（ステップＳ１１）
、ユーザが操作部２２を操作（開始ボタン押下）することにより撮影を開始すると（ステ
ップＳ１２“ＹＥＳ”）、制御部２５は、内蔵カメラで画像を取得して記憶部２６の作業
領域に撮影画像を保存する（ステップＳ１３）。
【００４２】
　次に、ユーザが操作部２２を操作して終了ボタンを押下していなければ（ステップＳ１
４“ＹＥＳ”）、通信部２４経由で自動ページめくり装置３に対しページめくり指令であ
る“ｓｔａｒｔ”コマンドを送信する（ステップＳ１５）。
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　そして、通信部２４が自動ページめくり装置３からページめくり動作が終了したことを
示す状態信号“ｅｎｄ”を受信するまで待ち（ステップＳ１６）、“ｅｎｄ”を受信した
ら（ステップＳ１６“ＹＥＳ”）、内蔵カメラで画像を取得して記憶部２６の作業領域に
撮影画像を保存する（ステップＳ１３）。
【００４３】
　一方、自動ページめくり装置３は、図４（ｂ）に示すように、制御部３１が初期化後（
ステップＳ２１）、通信部３５を介してタブレット２から“ｓｔａｒｔ”コマンドを受信
すると（ステップＳ２２“ＹＥＳ”）、モータ駆動回路部３４によりモータを駆動するこ
とによってアームを回転させて本ＢのページＰを１ページ分だけめくるページめくり動作
を行う（ステップＳ２３）。
【００４４】
　ページめくり動作を完了したら、“ｅｎｄ”を送信して（ステップＳ２４）、タブレッ
ト２からの次の“ｓｔａｒｔ”コマンドの受信を待つ。
　この動作を繰り返し実行することで、自動的にページめくりと自動撮影とが連動し、本
の各ページを画像データとしてタブレット２の記憶部２６に保存することができる。
【００４５】
　次に、図５の制御フローを参照しながら、自動ページめくり装置３と連動しない手動撮
影時のタブレット２の制御について説明する。
　図５によれば、タブレット２の制御部２５は、手動撮影がスタートされると、初期化（
ステップＳ３１）を行い、ユーザが開始ボタンを押下するのを待つ（ステップＳ３２）、
開始ボタンが押下されると（ステップＳ３２“ＹＥＳ”）、内蔵カメラで画像を取得して
記憶部２６の作業領域に撮影画像（ページ画像）を保存して手動撮影を終了する（ステッ
プＳ３３）。
【００４６】
　なお、撮影画像については、図６（ａ）（ｂ）に示すように、左側のページ、右側のペ
ージ共に、撮影モードの識別と、ゼロから始まる連続番号（左－表（中／裏／再）－００
～）が付与される。
　また、表は手動撮影による表紙付近、中は自動撮影モードによる中間ページ、裏は手動
撮影による裏表紙付近、再は手動撮影による撮り直しの各モードを示す。
　さらに、連続番号は、後述するように制御部２５によりプログラムによって割り当てら
れる、左側ページカウンタ及び右側ページカウンタによって管理される。
【００４７】
　次に、具体的な撮影方法について説明する。ユーザは、まず、図１に示すタブレット２
と、ページめくり装置３とを用意し、保持台６の上に本を固定し、タブレット２を背面に
実装されたカメラ（撮像部）が本に向けられるようにスタンド２０に載置する。
　そして、タブレット２に用意される撮影メニューに基づくユーザ操作を待ってページめ
くり装置３と連動した自動撮影モード、あるいは連動しない手動撮影モードが実行される
。
【００４８】
　図７に、タブレット２の表示部２３に表示される撮影メニュー画面の一例が示されてい
る。図７に示すように、画面に、「開始ボタン」、「終了ボタン」が割り当てられる他に
、左右のページ毎に、「表紙付近のページ（手動撮影）」、「中間のページ（自動撮影）
」、「裏表紙付近のページ（手動撮影）」、「取り直しのページ（手動撮影）」の撮影モ
ードがメニューとして用意されている。ユーザは、メニュー選択による撮影モードの設定
後、「開始ボタン」あるいは「終了ボタン」押下により、撮影の開始および終了を指示す
ることができる。
【００４９】
　図８に、ユーザによる撮影メニュー操作に基づくタブレット２の制御部２５の制御フロ
ーが、図９に、ユーザによる撮影手順の流れが、それぞれ示されている。
【００５０】
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　図８において、ユーザによりタブレット２の表示部２３画面に割り当てられた「開始ボ
タン」が押下（タッチ）されると（ステップＳ１０１“ＹＥＳ”）、タブレット２の制御
部２５は、プログラムによって割り当てられるカウンタやレジスタ類を初期化後（ステッ
プＳ１０２）、ユーザによる更なる表示部２３の画面へのタッチ操作を監視する（ステッ
プＳ１０３）。
【００５１】
　ここで、左側のページの、表紙付近のページ（手動撮影）、中間のページ（自動撮影）
、裏表紙付近のページ（手動撮影）、撮り直し（手動撮影）のいずれかの撮影モードがタ
ッチされると（ステップＳ１０４～Ｓ１０７）、制御部２５は、撮像部２１を制御して左
側のページの撮影を開始するとともに、左側のページをカウントする左側ページカウンタ
を＋１更新する（ステップＳ１１２）。
【００５２】
　一方、右側のページの、表紙付近のページ（手動撮影）、中間のページ（自動撮影）、
裏表紙付近のページ（手動撮影）、取り直しのページ（手動撮影）のいずれかの撮影モー
ドがタッチされると（ステップＳ１０８～Ｓ１１１）、制御部２５は、撮像部２１を制御
して右側のページの撮影を開始するとともに、右側のページをカウントする右側ページカ
ウンタを＋１更新する（ステップＳ１１２）。
【００５３】
　制御部２５は、撮影モードにしたがうページ番号付与後も継続してユーザによる表示部
２３の画面へのタッチ操作を監視している（ステップＳ１１３）。ここで、「終了ボタン
」の押下を待って（ステップＳ１１４“ＹＥＳ”）、一連の撮影処理が終了する。
　「終了ボタン」の押下が検出されない場合（ステップＳ１１４“ＮＯ”）は、ステップ
Ｓ１０３の画面のタッチ操作監視処理に戻り、以降の処理を繰り返し実行する。
【００５４】
　左側のページの撮影手順が図９（ａ）に、右側のページの撮影手順が図９（ｂ）に、そ
れぞれ示されている。ここでは、８種類の撮影を行なうことができる。ユーザは、まず、
左側のページを撮影し、左側のページの撮影が終了したら本を裏返すことによって右側の
ページを撮影する。取り直しが必要なページは、後に、手動で撮影する。撮影画像（ペー
ジ画像）は、制御部２５による制御の下で記憶部２６の所定の領域に保存される。
【００５５】
　すなわち、ユーザは、左右ページともに、撮影部位（表紙や裏表紙付近のページ、中間
のページ、取り直しのページ）は、タブレット２の表示部２３に表示されている場所（メ
ニュー）をタッチすることでその場所の撮影を開始することができる。
　ここでは、左右ページともに、中間のページ、表紙付近のページ、裏表紙付近のページ
、取り直しのページの順序で撮影を行っている（図９（ａ）のステップＳ４１～Ｓ４４、
または、図９（ｂ）のステップＳ５１～Ｓ５４）。
　また、撮影終了（停止）は、タブレット２の表示部２３の任意の場所をタッチすれば撮
影を停止することができる。
【００５６】
（ページ画像のデータ管理のためのデータ構造）
　次に、記憶部２６に保存された多数のページ画像の管理機能（順序確認と編集操作）に
ついて説明する。本実施形態に係る撮像装置（タブレット２）は、図１０にデータ構造の
一例を示す３層構造の管理テーブル２６０（記憶部２６）によりページ画像の管理を行っ
ている。
　図１０に示すように、３層構造の管理テーブル２６０は、第１層管理テーブル２６１と
、第２層管理テーブル２６２と、第３層管理テーブル２６３とを含む。以下、順次、第３
層管理テーブル２６３、第２層管理テーブル２６２及び第１層管理テーブル２６１につい
て詳細に説明する。
【００５７】
（第３層管理テーブル）
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　第３層管理テーブル２６３は、本の左側のページのページ画像を管理する左管理テーブ
ル２６３Ｌ（管理テーブル（左））と、右側のページ画像を管理する右管理テーブル２６
３Ｒ（管理テーブル（右））と、により構成される。
　図１０に示すように、左管理テーブル２６３Ｌ及び右管理テーブル２６３Ｒは、エント
リ毎に、番号（ＮＯ．）と、ファイル名と、撮影されたページ画像の情報と、ページ番号
情報とがデータ項目として設定される。
　また、左管理テーブル２６３Ｌと右管理テーブル２６３Ｒの左側に記載される０～ｎ番
目は、書き込みポインタの番号に対応している。
【００５８】
　なお、データ項目のページ番号情報は、期待ページ番号と、ページ番号の座標位置と、
ページ番号の拡大画像（サムネイル画像）のファイル名とを含む。
　後ほど詳細に説明するが期待ページ番号は、左側のページ又は右側のページのうちの１
つのページ画像に付与すれば、この付与した期待ページ番号を基準として残る左側のペー
ジ又は右側のページのページ画像に自動で付与することが可能である。
【００５９】
　次に、第３層管理テーブル２６３に格納されるページ画像の状態がわかるように、具体
的に、図１１を参照しながら、第３層管理テーブル２６３の作成手順について説明する。
　以下の説明では、特に断りがない限り、先ほど、図３を参照して説明した本を読むとき
に左側のページから右側のページに読むことになるページ順になっている本の撮影手順で
撮影されたページ画像を例にとって説明する。
【００６０】
　つまり、左側のページの裏表紙付近のページ（手動撮影）→左側のページの中間のペー
ジ（自動撮影）→左側のページの表紙付近のページ（手動撮影）→右側のページの表紙付
近のページ（手動撮影）→右側のページの中間のページ（自動撮影）→右側のページの裏
表紙付近のページ（手動撮影）の順序で撮影されている場合を例にとって以下説明する。
【００６１】
　図１１に示すように、制御部２５による制御の下で撮像部２１により撮影された全ての
ページ画像は、第３層管理テーブル２６３の左管理テーブル２６３Ｌまたは右管理テーブ
ル２６３Ｒへ順番に書き込まれる。
【００６２】
　具体的に、制御部２５は、まず、第３層管理テーブル２６３の左管理テーブル２６３Ｌ
の書き込みポインタを０に設定する（ステップＳ２０１）。
　続いて、初めに撮影した左側のページの裏表紙付近のページ画像（“００００”～）を
左管理テーブル２６３Ｌの書き込みポインタが０の格納領域に格納し（ステップＳ２０２
）、左管理テーブル２６３Ｌの書き込みポインタを＋１更新する（ステップＳ２０３）。
【００６３】
　引き続き、制御部２５は、次に撮影した左側のページの裏表紙付近のページ画像（“０
０００”～）を左管理テーブル２６３Ｌの書き込みポインタが１の格納領域に格納し（ス
テップＳ２０２）、左管理テーブル２６３Ｌの書き込みポインタを＋１更新する（ステッ
プＳ２０３）。
【００６４】
　この動作は、左側のページの裏表紙付近のページ画像（“００００”～）の全てのペー
ジ画像の格納が終了するまで繰り返し実行され、全てのページ画像の収納が終ると（ステ
ップＳ２０４“ＹＥＳ”）、ステップＳ２０５に進む。
　なお、ステップＳ２０４“ＹＥＳ”のときの左管理テーブル２６３Ｌの書き込みポイン
タはｘであったとする。
【００６５】
　左側のページの裏表紙付近のページ画像（“００００”～）の全てのページ画像の格納
が終了すると（ステップＳ２０４“ＹＥＳ”）、制御部２５は、初めに撮影した左の中間
ページ画像（“００００”～）を左管理テーブル２６３Ｌの書き込みポインタがｘの格納
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領域に格納し（ステップＳ２０５）、左管理テーブル２６３Ｌの書き込みポインタを＋１
更新する（ステップＳ２０６）。
【００６６】
　引き続き、制御部２５は、次に撮影した左の中間ページ画像（“００００”～）を左管
理テーブル２６３Ｌの書き込みポインタがｘ＋１の格納領域に格納し（ステップＳ２０５
）、左管理テーブル２６３Ｌの書き込みポインタを＋１更新する（ステップＳ２０６）。
【００６７】
　この動作も、左の中間ページ画像（“００００”～）の全てのページ画像の格納が終了
するまで繰り返し実行され、全てのページ画像の収納が終ると（ステップＳ２０７“ＹＥ
Ｓ”）、ステップＳ２０８に進む。
　なお、ステップＳ２０７“ＹＥＳ”のときの左管理テーブル２６３Ｌの書き込みポイン
タはｙであったとする。
【００６８】
　左の中間ページ画像（“００００”～）の全てのページ画像の格納が終了すると（ステ
ップＳ２０７“ＹＥＳ”）、制御部２５は、初めに撮影した左側のページの表紙付近のペ
ージ画像（“００００”～）を左管理テーブル２６３Ｌの書き込みポインタがｙの格納領
域に格納し（ステップＳ２０８）、左管理テーブル２６３Ｌの書き込みポインタを＋１更
新する（ステップＳ２０９）。
【００６９】
　引き続き、制御部２５は、次に撮影した左側のページの表紙付近のページ画像（“００
００”～）を左管理テーブル２６３Ｌの書き込みポインタがｙ＋１の格納領域に格納し（
ステップＳ２０８）、左管理テーブル２６３Ｌの書き込みポインタを＋１更新する（ステ
ップＳ２０９）。
【００７０】
　この動作も、左側のページの表紙付近のページ画像（“００００”～）の全てのページ
画像の格納が終了するまで繰り返し実行され、全てのページ画像の収納が終ると（ステッ
プＳ２１０“ＹＥＳ”）、ステップＳ２１１に進む。
　なお、図１０には、左側のページの撮り直し画像があるが、ここでは、まだ、この撮り
直し画像は書き込まれていないものとする。
【００７１】
　上記からわかるように、左管理テーブル２６３Ｌでは、書き込みポインタと格納された
ページ画像との対応が、書き込みポインタが昇順であるのに対し、格納されたページ画像
のページ番号が降順になっている。
　この左側のページのページ画像の格納が終了すると、引き続き、右側のページのページ
画像を右管理テーブル２６３Ｒに書き込む処理を行う（ステップＳ２１１）。
【００７２】
　ステップＳ２１１の書き込み処理も左側のページの画像を書き込む処理と基本的に同じ
であり、制御部２５は、右管理テーブル２６３Ｒの書き込みポインタを０から昇順させな
がら、その書き込みポインタに対応する格納領域に右側のページのページ画像を格納する
。
　具体的には、右側のページは、右側のページの表紙付近（手動撮影）→右側のページの
中間ページ（自動撮影）→右側のページの裏表紙付近（手動撮影）の順で格納され、全て
の右側のページのページ画像が右管理テーブル２６３Ｒの書き込みポインタに対応する格
納領域に格納されると第３層管理テーブル２６３の作成が終了する。
【００７３】
　ここで、右管理テーブル２６３Ｒが左管理テーブル２６３Ｌと異なる点は、右管理テー
ブル２６３Ｒでは、書き込みポインタと格納されたページ画像との対応が、書き込みポイ
ンタが昇順であるとともに、格納されたページ画像のページ番号も昇順になっている点で
ある。
　なお、本の開きが逆の本、つまり、図３Ａ～Ｃ（ｂ）の場合は、撮影順序が逆になるた
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め、左管理テーブル２６３Ｌに格納されるページ画像が昇順となり、右管理テーブル２６
３Ｒに格納されるページ画像が降順となる。
【００７４】
（第２層管理テーブル）
　次に、図１０に示す第２層管理テーブル２６２について説明する。
　第２層管理テーブル２６２は、第３層管理テーブル２６３の左管理テーブル２６３Ｌと
関連付けられて左側のページのページ画像の順番を管理する左側画像順番管理テーブル２
６２Ｌ（管理テーブル（左））と、右管理テーブル２６３Ｒと関連付けられて右側のペー
ジのページ画像の順番を管理する右側画像順番管理テーブル２６２Ｒ（管理テーブル（右
））とにより構成される。
【００７５】
　ここでも、第２層管理テーブル２６２と第３層管理テーブル２６３との関連付けがわか
るように、具体的に、図１２を参照しながら、第２層管理テーブル２６２の作成手順につ
いて説明する。
　図１２に示すように、制御部２５は、まず、左管理テーブル２６３Ｌのページ画像が降
順か否かを判定する（ステップＳ３０１）。
【００７６】
　具体的には、図３Ａ～Ｃ（ｂ）に示す本を右側から左側のページに読む本（昇順）か、
図３Ａ～Ｃ（ｃ）に示す左側から右側のページに読む本（降順）かによって決まる。
　上記の左管理テーブル２６３Ｌの例は、降順の場合であるから、ステップＳ３０１“Ｙ
ＥＳ”であり、制御部２５は、第２層管理テーブル２６２の左側画像順番管理テーブル２
６２Ｌの書き込みポインタを０にするとともに、第３層管理テーブル２６３の左管理テー
ブル２６３Ｌの読み出しポインタを最終値に更新する（ステップＳ３０２）。
【００７７】
　続いて、左管理テーブル２６３Ｌの読み出しポインタを第２層管理テーブル２６２の左
側画像順番管理テーブル２６２Ｌの書き込みポインタ０に対応する読み出しポインタに格
納し（ステップＳ３０３）、第３層管理テーブル２６３の読み出しポインタを－１更新し
、第２層管理テーブル２６２の書き込みポインタを＋１更新する（ステップＳ３０４）。
　上記したステップＳ３０３とＳ３０４の処理は、左管理テーブル２６３Ｌの全てのペー
ジ画像に対して、この処理が行われるまで繰り返し実行される。
【００７８】
　図１０では、左管理テーブル２６３Ｌには、左側のページの撮り直しのページ画像も記
載されているが、上述の通り、ここでは、まだ、この撮り直しのページ画像は、左管理テ
ーブル２６３Ｌに格納されていないものとしているので、ステップＳ３０３及びＳ３０４
を行う全てのページ画像とは、左側のページの裏表紙付近から表紙付近までのページ画像
のことである。
　なお、ステップＳ３０３及び３０４を行うときに、既に、撮り直しのページ画像が格納
されている場合には、ステップＳ３０３及び３０４は、撮り直しのページ画像を除く全て
のページ画像に対して行うようにすればよい。
【００７９】
　この処理によって、図１０に、左側画像順番管理テーブル２６２Ｌ（管理テーブル（左
））と第３層管理テーブル２６３の左管理テーブル２６３Ｌとの間を両矢印で示すような
関連付けが行われる。
　図１０を見るとわかるとおり、左側画像順番管理テーブル２６２Ｌは、左管理テーブル
２６３Ｌに降順に格納されている左側のページのページ画像を昇順に並べるように関連付
けが行われている。
【００８０】
　次に、左管理テーブル２６３Ｌの全てのページ画像に対して処理が終わると（ステップ
Ｓ３０５“ＹＥＳ”）、制御部２５は、第２層管理テーブル２６２の右側画像順番管理テ
ーブル２６２Ｒの書き込みポインタを０とするとともに、第３層管理テーブル２６３の右
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管理テーブル２６３Ｒの読み出しポインタを先頭位置（０）にそれぞれ更新する（ステッ
プＳ３０６）。
【００８１】
　続いて、第３層管理テーブル２６３の右管理テーブル２６３Ｒの読み出しポインタを第
２層管理テーブル２６２の右側画像順番管理テーブル２６２Ｒの書き込みポインタ０に対
応する読み出しポインタに格納し（ステップＳ３０７）、第３層管理テーブル２６３の右
管理テーブル２６３Ｒの読み出しポインタを＋１更新し、第２層管理テーブル２６２の右
側画像順番管理テーブル２６２Ｒの書き込みポインタを＋１更新する（ステップＳ３０８
）。
【００８２】
　上記したステップＳ３０７とＳ３０８の処理は、第３層管理テーブル２６３の右管理テ
ーブル２６３Ｒの全てのページ画像に対して、この処理が行われるまで繰り返し実行され
る。
　そして、第３層管理テーブル２６３の右管理テーブル２６３Ｒの全てのページ画像に対
して、この処理が行われると（ステップＳ３０９“ＹＥＳ”）、第２層管理テーブル２６
２の作成処理を終了する。
【００８３】
　この処理によって、図１０に、右側画像順番管理テーブル２６２Ｒ（管理テーブル（右
））と第３層管理テーブル２６３の右管理テーブル２６３Ｒとの間を両矢印で示すような
関連付けが行われる。
　図１０を見るとわかるとおり、右側画像順番管理テーブル２６２Ｒは、右管理テーブル
２６３Ｒに昇順に格納されている右側のページのページ画像が、そのまま昇順に並べられ
たままとなるように関連付けが行われている。
【００８４】
　一方、ステップＳ３０１で、本を右側から左側のページに読む本（昇順）になっていれ
ば、ステップＳ３０１“ＮＯ”となり、この場合、先ほど逆に左側のページのページ画像
が昇順に撮影され、右側のページのページ画像が降順となる撮影が行われているので、先
ほどと処理が逆になる（図３Ａ～Ｃ（ｂ）参照）。
【００８５】
　このため、ステップＳ３０１“ＮＯ”の場合、制御部２５は、第２層管理テーブル２６
２の左側画像順番管理テーブル２６２Ｌの書き込みポインタを０にするとともに、第３層
管理テーブル２６３の左管理テーブル２６３Ｌの読み出しポインタを先頭位置（０）にそ
れぞれ更新する（ステップＳ３１０）。
【００８６】
　続いて、制御部２５は、第３層管理テーブル２６３の左管理テーブル２６３Ｌの読み出
しポインタを第２層管理テーブル２６２の左側画像順番管理テーブル２６２Ｌの書き込み
ポインタ０に対応する読み出しポインタに格納し（ステップＳ３１１）、第３層管理テー
ブル２６３の左管理テーブル２６３Ｌの読み出しポインタを＋１更新し、第２層管理テー
ブル２６２の左側画像順番管理テーブル２６２Ｌの書き込みポインタを＋１更新する（ス
テップＳ３１２）。
【００８７】
　上記したステップＳ３１１とＳ３１２の処理は、第３層管理テーブル２６３の左管理テ
ーブル２６３Ｌの全てのページ画像に対して、この処理が行われるまで繰り返し実行され
る。
　この処理は、先ほどと逆であるので、この処理によって、左側画像順番管理テーブル２
６２Ｌは、左管理テーブル２６３Ｌに昇順に格納されている左側のページのページ画像が
、そのまま昇順に並べられたままとなるように関連付けが行われている。
【００８８】
　次に、第３層管理テーブル２６３の左管理テーブル２６３Ｌの全てのページ画像に対し
て処理が終わると（ステップＳ３１３“ＹＥＳ”）、制御部２５は、第２層管理テーブル
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２６２の右側画像順番管理テーブル２６２Ｒの書き込みポインタを０にするとともに、第
３層管理テーブル２６３の右管理テーブル２６３Ｒの読み出しポインタを最終値に更新す
る（ステップＳ３１４）。
【００８９】
　続いて、第３層管理テーブル２６３の右管理テーブル２６３Ｒの読み出しポインタを第
２層管理テーブル２６２の右側画像順番管理テーブル２６２Ｒの書き込みポインタ０に対
応する読み出しポインタに格納し（ステップＳ３１５）、第３層管理テーブル２６３の右
管理テーブル２６３Ｒの読み出しポインタを－１更新し、第２層管理テーブル２６２の右
側画像順番管理テーブル２６２Ｒの書き込みポインタを＋１更新する（ステップＳ３１６
）。
【００９０】
　上記したステップＳ３１５とＳ３１６の処理は、第３層管理テーブル２６３の右管理テ
ーブル２６３Ｒの全てのページ画像に対して、この処理が行われるまで繰り返し実行され
、全てのページ画像に対して処理が終わると（ステップＳ３１７“ＹＥＳ”）、第２層管
理テーブル２６２の作成処理を終了する。
【００９１】
　この処理は、先ほどと逆であるので、この処理によって、右側画像順番管理テーブル２
６２Ｒは、右管理テーブル２６３Ｒに降順に格納されている右側のページのページ画像を
昇順に並べるように関連付けされたものとなる。
【００９２】
（第１層管理テーブル）
　次に、図１０に示す第１層管理テーブル２６１について説明する。
　第１層管理テーブル２６１は、第２層管理テーブル２６２と関連付けられて左側のペー
ジ及び右側のページのページ画像を合わせる時の順番を管理する。
　ここでも、第１層管理テーブル２６１と第２層管理テーブル２６２との関連付けがわか
るように、具体的に、図１３を参照しながら、第１層管理テーブル２６１の作成手順につ
いて説明する。
【００９３】
　図１３に示すように、制御部２５は、まず、第１層管理テーブル２６１の書き込みポイ
ンタを０に、第２層管理テーブル２６２の左側画像順番管理テーブル２６２Ｌの読み出し
ポイントを先頭の０に、右側画像順番管理テーブル２６２Ｒの読み出しポイントを先頭の
０に、それぞれ更新する（ステップＳ４０１）。
【００９４】
　次に、制御部２５は、左管理テーブル２６３Ｌの左側のページが昇順か否かを判定する
（ステップＳ４０２）。
　具体的には、図３Ａ～Ｃ（ｂ）に示す本を右側から左側のページに読む本（昇順）か、
図３Ａ～Ｃ（ｃ）に示す左側から右側のページに読む本（降順）かによって決まる。
【００９５】
　上記の左管理テーブル２６３Ｌの例は、降順の場合であるからステップＳ４０２“ＮＯ
”となり、制御部２５は、第２層管理テーブル２６２の右側画像順番管理テーブル２６２
Ｒの読み出しポインタを第１層管理テーブル２６１の書き込みポインタ０に対応する読み
出しポインタに格納し（ステップＳ４０８）、第１層管理テーブル２６１の書き込みポイ
ンタを＋１更新する（ステップＳ４０９）。
【００９６】
　続いて、制御部２５は、第２層管理テーブル２６２の左側画像順番管理テーブル２６２
Ｌの読み出しポインタを第１層管理テーブル２６１の書き込みポインタ１に対応する読み
出しポインタに格納し（ステップＳ４１０）、第１層管理テーブル２６１の書き込みポイ
ンタを＋１更新し、第２層管理テーブル２６２の左側画像順番管理テーブル２６２Ｌおよ
び右側画像順番管理テーブル２６２Ｒの読み出しポインタをともに＋１更新する（ステッ
プＳ４１１）。
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【００９７】
　上記したステップＳ４０８～Ｓ４１１の処理は、第２層管理テーブル２６２（左側画像
順番管理テーブル２６２Ｌおよび右側画像順番管理テーブル２６２Ｒ）の全てのページ画
像に対して、この処理が行われるまで繰り返し実行され、全てのページ画像に対して処理
が終わると（ステップＳ４１２“ＹＥＳ”）、第１層管理テーブル２６１の作成処理を終
了する。
【００９８】
　この処理によって、図１０に、第１層管理テーブル２６１と第２層管理テーブル２６２
との間を両矢印で示すような関連付けが行われる。
　図１０を見るとわかるとおり、第１層管理テーブルは、第２層管理テーブル（左側画像
順番管理テーブル２６２Ｌおよび右側画像順番管理テーブル２６２Ｒ）のページ画像が本
を構成する順序に並べるように関連付けが行われており、左側のページ及び右側のページ
のページ画像を合わせるときの順番を管理するテーブルになっている。
【００９９】
　一方、ステップＳ４０２で、本を右側から左側のページに読む本（昇順）になっていれ
ば、ステップＳ４０２“ＹＥＳ”となり、この場合、先ほど逆に左側のページのページ画
像が昇順に撮影され、右側のページのページ画像が降順となる撮影が行われているので（
図３Ａ～Ｃ（ｂ）参照）、先ほどと処理が逆になる。
【０１００】
　このため、ステップＳ４０２“ＹＥＳ”の場合、制御部２５は、第２層管理テーブル２
６２の左側画像順番管理テーブル２６２Ｌの読み出しポインタを第１層管理テーブル２６
１の書き込みポインタ０に対応する読み出しポインタに格納し（ステップＳ４０３）、第
１層管理テーブル２６１の書き込みポインタを＋１更新する（ステップＳ４０４）。
【０１０１】
　続いて、制御部２５は、第２層管理テーブル２６２の右側画像順番管理テーブル２６２
Ｒの読み出しポインタを第１層管理テーブル２６１の書き込みポインタ１に対応する読み
出しポインタに格納し（ステップＳ４０５）、第１層管理テーブル２６１の書き込みポイ
ンタを＋１更新し、第２層管理テーブル２６２の左側画像順番管理テーブル２６２Ｌおよ
び右側画像順番管理テーブル２６２Ｒの読み出しポインタをともに＋１更新する（ステッ
プＳ４０６）。
【０１０２】
　上記したステップＳ４０３～Ｓ４０６の処理は、第２層管理テーブル２６２（左側画像
順番管理テーブル２６２Ｌおよび右側画像順番管理テーブル２６２Ｒ）の全てのページ画
像に対して、この処理が行われるまで繰り返し実行され、全てのページ画像に対して処理
が終わると（ステップＳ４０７“ＹＥＳ”）、第１層管理テーブル２６１の作成処理を終
了する。
【０１０３】
　この処理によって、先ほどは逆の本、つまり、右側から左側のページに読む本（昇順）
に対する左側のページ及び右側のページのページ画像を合わせるときの順番を管理するテ
ーブルができる。
【０１０４】
（ページ画像の編集機能）
　以下の説明では、図１４～図２０を参照して管理テーブル２６０を用いた編集動作につ
いて説明する。
　以下、以上のようにして作成された３層構造の管理テーブル２６０を使用した編集動作
について説明する。
　制御部２５は、管理テーブル２６０を用いて撮影により取り込まれたページ画像の管理
が可能になる。
【０１０５】
　すなわち、１冊の本のページの順番は第１層管理テーブル２６１の順番に相当し、１冊
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の本の左側のページは第２層管理テーブル２６２の左側画像順番管理テーブル２６２Ｌの
順番、右側のページは右側画像順番管理テーブル２６２Ｒの順番にそれぞれ等しい。
【０１０６】
　この順番に対して新たなページを追加する場合、例えば、図１４（ａ）に示すように、
制御部２５は、第３層管理テーブル２６３のそれぞれにそのページ画像を登録する（ステ
ップＳ６１）。
　例えば、この登録処理によって、図１０に示すような第３層管理テーブル２６３の左管
理テーブル２６３Ｌへの左側のページの撮り直し画像の書き込みが行われる。その番号情
報を第２層管理テーブル２６２のそれぞれに挿入する処理を行う。
【０１０７】
　つまり、第２層管理テーブル２６２の挿入したい記憶領域を割り当てる（場所を空ける
）ために、その第２層管理テーブル２６２の挿入したい位置から下流の番号を下位に移動
させ（ステップＳ６２）、そして、空いた場所に第３層管理テーブル２６３の追加した番
号を書き込む（ステップＳ６３）。
　なお、この場合、第１層管理テーブル２６１は、再度、図１３に示す制御フローに基づ
き作成する必要がある（ステップＳ６４）。
【０１０８】
　また、上記したページの順番に対して特定のページを削除する場合、例えば、図１４（
ｂ）に示すように、制御部２５は、第２層管理テーブル２６２（左側画像順番管理テーブ
ル２６２Ｌ，右側画像順番管理テーブル２６２Ｒ）上の削除したい場所から下流の部分を
一段ずつ上流へ移動し、削除したい部分に上書きする処理を行う（ステップＳ７１）。
　この場合も第１層管理テーブル２６１は、図１３に示す手順で再度作成する必要がある
（ステップＳ７２）。
【０１０９】
　また、上記したページの順番に対して特定のページを交換する場合、例えば、図１４（
ｃ）に示すように、制御部２５は、第２層管理テーブル２６２（左側画像順番管理テーブ
ル２６２Ｌ，右側画像順番管理テーブル２６２Ｒ）の該当部分を、交換したいページ画像
に相当する第３層管理テーブル２６３（左管理テーブル２６３Ｌ，右管理テーブル２６３
Ｒ）の位置に変更する処理を行う（ステップＳ８１）。この場合、第１層管理テーブル２
６１の変更は不要である。
【０１１０】
　以上のようにして作成された管理テーブル２６０を用い、全ての撮影画像を順番に連結
することで１冊の本を電子化することができる。つまり、３層構造の管理テーブル２６０
の順番にしたがいページ画像を表示すれば、本の頁順で読むことができる。しかしながら
、正確にページ順を確認するためには、画像のページ番号部分を確認する必要がある。そ
のため、本実施形態に係る撮像装置（タブレット２）では、以下に説明するように、ペー
ジ番号部分を拡大表示する機能を付加してある。
【０１１１】
（ページ番号の座標位置及び拡大画像）
　図１５に、ページ番号の拡大表示とその制御フローが示されている。図１５（ａ）の拡
大表示例に示すように、ユーザが撮影して保存したページ画像を切り出して、拡大したい
エリアを指定すると、ページ番号部分“１２３”が、拡大されて表示される。
　このページ番号の拡大画像を保存することで、次回以降は指定しなくとも表示される。
【０１１２】
　このため、図１０に示したように、第３層管理テーブル２６３の右または左管理テーブ
ル（２６３Ｌまたは２６３Ｒ）は、ページ番号情報としてページ画像番号の拡大画像ファ
イル名、およびページ番号の座標位置（ページ番号の切り出し領域）が保存される。
【０１１３】
　本の左側のページについて見れば、ページ番号の記載されている位置は、どのページで
も略同じ位置に存在する。
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　また、本の右側のページについてもページ番号の記載されている位置は、どのページで
も略同じ位置に存在する。
【０１１４】
　したがって、左側のページのいずれかのページ画像について、図１５（ａ）に示したよ
うに、ページ番号の記載されているエリアを指定して、ページ画像中のページ番号が記載
されている領域（ページ番号の座標位置）を特定すれば、この特定された領域と同じ位置
の領域を残る左側のページでも自動的に切り出すように処理すれば、簡単に全ての左側の
ページのページ画像についてページ番号の拡大画像（サムネイル）を取得することができ
る（本発明の適応モード）。
【０１１５】
　同様に、右側のページにおいても右側のページのいずれかのページ画像でページ番号の
記載されている領域（ページ番号の座標位置）を特定さえすれば、簡単に、全ての右側の
ページのページ画像についてページ番号の記載されているページ番号の座標位置を指定し
、その座標位置の画像を切り出してページ番号の拡大画像（サムネイル）を取得すること
ができる（本発明の適応モード）。
【０１１６】
　このことから、ページ番号等が記載されている領域を指定した後、その指定した位置（
領域）を、このページ画像にだけ適用するのか、左側のページ若しくは右側のページのペ
ージ画像の全てに適用するかが選択できるようしておくのが好適である。
【０１１７】
　そして、全ページに適用する場合は、いずれかのページ画像で指定されたページ番号の
記載されている位置（領域）、つまり、ページ番号の座標位置を第３層管理テーブル２６
３の他のページ画像も含め、各ページ画像に対応したページ番号情報に保存するとともに
、その位置を切り出したページ番号の拡大画像（サムネイル）ファイル名を保存するよう
にする。
【０１１８】
　以下、具体的に、ページ番号の座標位置及びページ番号の拡大画像（サムネイル）の取
得手順について、図１５（ｂ）を参照しながら説明する。
　なお、左側のページのページ画像からページ番号部分の切り出し画像（サムネイル）を
取得する処理と右側のページのページ画像からページ番号部分の切り出し画像（サムネイ
ル）を取得する処理は、指定する画像の領域が異なるだけなので以下では左側のページの
ページ画像からページ番号部分の切り出し画像（サムネイル）を取得する手順について説
明する。
【０１１９】
　但し、このサムネイルを取得する処理は、各ページ画像に対してユーザが切り出し領域
を指定していくことも可能であり、この場合、左側のページのページ画像と右側のページ
のページ画像とを分けて処理する必要はない。
　まず、ユーザは、表示部２３に左側のページのページ画像を表示させ（開始）、表示部
２３に表示されている左側のページのページ画像の中から、切り出し処理を行うために、
拡大表示させたいページ画像をタッチすることで、これから処理を行うページ画像を選択
する。
【０１２０】
　例えば、この選択が、図１０に示す左側画像順番管理テーブル２６２Ｌの書き込みポイ
ンタ９９に対応する左ページのページ画像であった場合、図１５（ｂ）に示すように、制
御部２５は、左側画像順番管理テーブル２６２Ｌの読み出しポインタ（１）を取得し（ス
テップＳ５０１）、その読み出しポインタ（１）に関連付けられている第３層管理テーブ
ル２６３の左管理テーブル２６３Ｌの書き込みポインタ（１）に対応するページ画像を選
択して（ステップＳ５０２）、その選択したページ画像を表示部２３に拡大表示する（ス
テップＳ５０３）。
【０１２１】
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　次に、ユーザが、表示部２３に表示されたページ画像を確認し、ページ番号の記載され
ているページ番号の座標位置をタッチすると、制御部２５は、そのタッチされたページ画
像の領域を切り出し領域と判断し（ステップＳ５０４）、ページ番号の座標位置の領域を
切り出してページ番号の拡大画像（サムネイル）を作成して、第３層管理テーブル２６３
の左管理テーブル２６３Ｌの書き込みポインタ（１）に対応するページ番号情報に、ペー
ジ番号の座標位置とページ番号の拡大画像ファイル名とを格納する（ステップＳ５０５）
。
　なお、以降の説明を簡略化するために、このユーザのタッチによって指定された領域を
基準指定領域と記載することもある。
【０１２２】
　続いて、制御部２５は、この基準指定領域を基に、残る左側のページの全てのページ画
像からページ番号の拡大画像（サムネイル）を取得するのかを確認する（ステップＳ５０
６）。
　ユーザの指定が、先に行ったページ番号の拡大画像（サムネイル）の取得だけになって
いる場合は、ステップＳ５０６“ＮＯ”として処理を終了する。
【０１２３】
　一方、ユーザの指定が、左側のページの全てのページ画像からページ番号の拡大画像（
サムネイル）を取得する指定になっている場合は、ステップＳ５０６“ＹＥＳ”としてス
テップＳ５０７に進む。
　ステップＳ５０７に進むと、制御部２５は、次に処理する左側のページのページ画像を
選択し、その選択したページ画像中の基準指定領域の切り出しを行い、ページ番号の拡大
画像（サムネイル）を作成して、基準指定領域（ページ番号の座標位置）及びページ番号
の拡大画像（サムネイル）ファイル名を、第３層管理テーブル２６３の左管理テーブル２
６３Ｌの対応するページ番号情報に格納する。
【０１２４】
　そして、制御部２５は、左側のページの全てのページ画像について処理を行ったかを判
断し（ステップＳ５０８）、左側のページの全てのページ画像について処理が終わるまで
ステップＳ５０７を行い、左側のページの全てのページ画像について処理が終わると（ス
テップＳ５０８“ＹＥＳ”）、一連の処理を終了する。
　なお、上記では、ステップＳ５０７について基準指定領域に基づいて制御部２５が自動
的に残りのページ画像についての処理を行う場合（本発明の適用モード）で説明を行った
が、ステップＳ５０７は、このような処理に限定されるものではない。
【０１２５】
　例えば、各ページ画像について切り出したい領域を指定して処理を行うようなものでも
よく、この場合、ステップＳ５０７の処理は、ステップＳ５０１～Ｓ５０５と同じ処理と
すればよい。
【０１２６】
　続いて、右側のページのページ画像についても同様にしてページ番号の座標位置及びペ
ージ番号の拡大画像（サムネイル）を取得して、それらページ番号の座標位置及びページ
番号の拡大画像（サムネイル）ファイル名を対応する第３層管理テーブル２６３の右管理
テーブル２６３Ｒのページ番号情報に格納する。
　以上のようにして、左側のページ及び右側のページの全てのページ画像からページ番号
の座標位置及びページ番号の拡大画像（サムネイル）を取得する処理は終了である。
【０１２７】
（期待ページ番号）
　次に、ページ番号部分の切り出し画像（サムネイル）と比較を行うためのページ番号で
ある期待ページ番号の設定について説明を行う。
　先ず、期待ページ番号とは、正しく本が構成されていた場合に、一致すべきページ番号
である。
【０１２８】
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　例えば、ページ画像に抜けや重複といったことが起こっていないとすると、図１０の第
１層管理テーブル２６１で規定されるページ画像順に並べたときには、左にある０～ｍ番
目の番号を代用して説明すれば、０番目が１ページ目であり、１番目が２ページ目であり
、最後のｍ番目は、ｍ＋１ページ目に対応するページ画像と関連付けられているはずであ
る。
【０１２９】
　このような理想的なページ番号のことを、期待ページ番号と呼んでいる。
　実際には、期待ページ番号は、第３層管理テーブル２６３のページ番号情報に設定され
るので、以下、その設定手順について、図１６を参照しながら説明する。
【０１３０】
　まず、初めに、第３層管理テーブル２６３は、左側のページのページ画像を管理する左
管理テーブル２６３Ｌと、右側のページのページ画像を管理する右管理テーブル２６３Ｒ
とから構成されているので、この期待ページ番号を設定する処理も左管理テーブル２６３
Ｌに設定する処理と右管理テーブル２６３Ｒに設定する処理とに分けて行う。
【０１３１】
　但し、左管理テーブル２６３Ｌに設定する処理と右管理テーブル２６３Ｒに設定する処
理とは、処理内容自体は基本的に変わらないので、以下では、左管理テーブル２６３Ｌに
期待ページ番号を設定する処理について主に説明する。
【０１３２】
　ここで、第３層管理テーブル２６３は、本の撮影手順によって、左管理テーブル２６３
Ｌ若しくは右管理テーブル２６３Ｒのどちらかが昇順にページ画像が格納され、もう一方
が、降順に格納されている上、撮り直しのページ画像等も格納されている場合がある。
【０１３３】
　また、画像の挿入、削除等によってもページ画像の第３層管理テーブル２６３上での並
び順が変化する可能性があるため第３層管理テーブル２６３に直接的に期待ページ番号を
設定しようとすると処理が複雑になる。
【０１３４】
　そこで、１ページ飛び（奇数ページ若しくは偶数ページ）ではあるものの、きれいに昇
順している第２層管理テーブル２６２に着目して期待ページ番号の設定を行うことで効率
的に設定が行えるようになるので以下では、その具体的な方法について説明する。
【０１３５】
　まず、ユーザは、表示部２３に左ページのページ画像を表示させる操作を行い、その中
から適当なページ画像を選択する。
　ユーザは、例えば、そのページ画像の先に作成したサムネイルでページ番号を確認する
などして、確認したページ番号を期待ページ番号として入力する。
　そして、制御部２５は、選択されたページ画像に対応する左側画像順番管理テーブル２
６２Ｌの読み出しポインタと入力された期待ページ番号を取得する（ステップＳ６０１）
。
【０１３６】
　次に、制御部２５は、取得した左側画像順番管理テーブル２６２Ｌの読み出しポインタ
に関連付けられている左管理テーブル２６３Ｌのページ番号情報を選択し（ステップＳ６
０２）、その選択したページ番号情報に期待ページ番号を格納する（ステップＳ６０３）
。
【０１３７】
　引き続き、制御部２５は、前回より１少ない書き込みポインタの左側画像順番管理テー
ブル２６２Ｌを選択するとともに、期待ページ番号－２更新する（ステップＳ６０４）。
　そして、選択した左側画像順番管理テーブル２６２Ｌの読み出しポインタに関連付けら
れている左管理テーブル２６３Ｌのページ番号情報を選択し（ステップＳ６０５）、その
選択したページ番号情報に期待ページ番号を格納する（ステップＳ６０６）。
【０１３８】
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　次に、制御部２５は、選択した左側画像順番管理テーブル２６２Ｌの書き込みポインタ
がゼロ以下かを判断し（ステップＳ６０７）、ゼロ以下になるまでステップＳ６０４～Ｓ
６０６を繰り返し、ゼロ以下になると（ステップＳ６０７“ＹＥＳ”）、期待ページ番号
を先にユーザが入力した期待ページ番号に戻すとともに、左側画像順番管理テーブル２６
２Ｌを先にユーザが選択したページ画像に対応する左側画像順番管理テーブル２６２Ｌと
してステップＳ６０８へ進む。
【０１３９】
　ステップＳ６０８では、制御部２５は、期待ページ番号＋２更新し、選択されている左
側画像順番管理テーブル２６２Ｌよりも書き込みポインタ＋１の左側画像順番管理テーブ
ル２６２Ｌを選択する。
　次に、制御部２５は。選択した左側画像順番管理テーブル２６２Ｌの読み出しポインタ
に関連付けられている左管理テーブル２６３Ｌのページ番号情報を選択し（ステップＳ６
０９）、その選択したページ番号情報に期待ページ番号を格納する（ステップＳ６１０）
。
【０１４０】
　そして、制御部２５は、選択している左側画像順番管理テーブル２６２Ｌの書き込みポ
インタが最終値以上かを判断し（ステップＳ６１１）、最終値以上になるまでステップＳ
６０８～Ｓ６１０を繰り返し、最終値以上になると（ステップＳ６１１“ＹＥＳ”）、処
理を終了する。
　上記と同じ手順で第３層管理テーブル２６３の右管理テーブル２６３Ｒにも期待ページ
番号を設定する。
　これにより、本を構成する第３層管理テーブル２６３に格納されている全てのページ画
像に期待ページ番号が付与される。
【０１４１】
　なお、上記では、左管理テーブル２６３Ｌ及び右管理テーブル２６３Ｒに期待ページ番
号を設定するに当たり、１ページのみユーザが入力し、残るページ画像に関しては、自動
で期待ページ番号が設定される期待ページ番号付与モードについて例示したが、個別にユ
ーザが手動で設定するような期待ページ番号の付与モードを備えていてもよいことは言う
までもない。
【０１４２】
　このようにして設定された期待ページ番号は、連続する昇順にページ番号が設定されて
いる状態になる。
　一方、本の状態にしたページ画像に重複や抜けが発生すると、ページ番号にズレが乗じ
る。このような場合、期待ページ番号と番号が合わなくなるので、期待ページ番号とペー
ジ画像のページ番号とを照合すると簡単にズレを発見することができる。
【０１４３】
　図１７に、上記で説明した管理テーブル２６０を用いた画面表示例を示す。
　図１７に示すように、制御部２５は、表示部２３に対し、ページ番号の拡大画像と、上
記した期待ページ番号とを並べて表示する。
　図中、表示部２３の画面に向かって左から、「画像の順番（画像ＮＯ．）」、「ページ
画像」、「ページ番号部分の拡大画像（サムネイル）」、「期待ページ番号」が示されて
いる。
【０１４４】
　図１７において、点線枠で示したように、サムネイル画像で示す拡大されたページ番号
と、画面向かって右端に表示される期待ページ番号とが一致していれば、保存されたペー
ジ画像のページ順があっていることが簡単に理解できる。また、期待ページ番号及びサム
ネイルのどちらもが見やすいように大きく表示されるのでズレが発生しているページを簡
単に発見することができる。
【０１４５】
　以上説明したように上記の方法を組み合わせることにより、全ての撮影画像を順番に連
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結することで１冊の本を電子化することができる。すなわち、３層構造の管理テーブル２
６０に記憶された順番にしたがいページ画像を表示すれば、ユーザは、本の順番で読むこ
とができる。
【０１４６】
　次に、ページ画像リストの表示方法について説明する。図１８に、画像リストの表示例
が示されている。
　図１８（ａ）に、単ページの表示例が、図１８（ｂ）に見開きページの表示例がそれぞ
れ示されている。
　図１８（ａ）に示す表示例は、画面に向かって左端に画像の順番（画像ＮＯ．）が表示
されている。
【０１４７】
　これは、第２層管理テーブル２６２（左側画像順番管理テーブル２６２Ｌ，右側画像順
番管理テーブル２６２Ｒ）に書き込まれた順番である。この第２層管理テーブル２６２に
書き込まれた、第３層管理テーブル２６３（左管理テーブル２６３Ｌ，右管理テーブル２
６３Ｒ）へのポインタで示すページ画像を画像ＮＯ．の隣に表示する。
【０１４８】
　また、この第３層管理テーブル２６３にはページ番号の切り出し画像も含まれているた
め、その切り出し画像をページ画像に隣接して表示する。また、期待ページ番号も第３層
管理テーブル２６３に含まれるため、それも表示する。
【０１４９】
　すなわち、制御部２５が第２層管理テーブル２６２の左側画像順番管理テーブル２６２
Ｌまたは右側画像順番管理テーブル２６２Ｒを参照することにより、表示部２３に、左側
のページまたは右側のページのページ画像としてそれぞれ表示するものであり、いずれも
、表示部２３の画面に向かって左から、「画像の順番（ＮＯ．）」、「ページ画像」、「
ページ番号部分の拡大画像（サムネイル）」、「期待ページ番号」が表示される。
【０１５０】
　なお、図１８（ｂ）は、第１層管理テーブル２６１を参照して見開きの２頁を一度に表
示した例であって、図１８（ａ）に比べて表示部２３の画面容量が大きい場合に適した例
である。
　図１８（ａ）（ｂ）ともにユーザの指のスクロール操作によって前後ページを確認する
ことができ、サムネイルが示すページ番号と、期待ページ番号が等しければ、保存された
ページ画像のページ順があっており、異なっていれば間違ったページ順で保存されたこと
になる。
【０１５１】
　図１９に、図１８（ａ）の表示のための制御フローが、図２０に、図１８（ｂ）の表示
のための制御フローが示されている。
　図１９によれば、左側のページの制御にあたり（ステップＳ７０１“左”）、制御部２
５は、第２層管理テーブル２６２の左側画像順番管理テーブル２６２Ｌを選択して（ステ
ップＳ７０２）、表示部２３に表示すべき番号（ＮＯ．）から、第３層管理テーブル２６
３（左管理テーブル２６３Ｌ）に書き込まれているページ画像データを取得する（ステッ
プＳ７０３）。
【０１５２】
　ここでは、画像データＮＯ．（左管理テーブル２６３Ｌ）＝第２層管理テーブル２６２
（左側画像順番管理テーブル２６２Ｌ）である。
　続いて、制御部２５は、表示部２３に、表示番号、第３層管理テーブル２６３（左管理
テーブル２６３Ｌ）から取得される、画像データ、ページ番号の切り出し画像、および期
待ページ番号を左から順に表示する（ステップＳ７０４）。
【０１５３】
　一方、右側のページの制御にあたり（ステップＳ７０１“右”）、制御部２５は、第２
層管理テーブル２６２の右管理テーブル２６２Ｒを選択して（ステップＳ７０６）、表示
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部２３に表示すべき番号（ＮＯ．）から、第３層管理テーブル２６３（右管理テーブル２
６３Ｒ）に書き込まれているページ画像データを取得する（ステップＳ７０７）。
　ここでは、画像データＮＯ．（右管理テーブル２６３Ｒ）＝第２層管理テーブル２６２
（右側画像順番管理テーブル２６２Ｒ）である。
【０１５４】
　続いて、制御部２５は、表示部２３に、表示番号、第３層管理テーブル２６３（左管理
テーブル２６３Ｌ）から取得した、画像データ、ページ番号の切り出し画像、および期待
ページ番号を左から順に表示する（ステップＳ７０８）。
【０１５５】
　上記した左側のページの制御（Ｓ７０２～Ｓ７０４）、及び右側のページの制御（Ｓ７
０６～Ｓ７０８）は、ともに、表示すべき画像が無くなるまで（ステップＳ７０５“ＹＥ
Ｓ”，Ｓ７０９“ＹＥＳ”）、繰り返し実行される。
【０１５６】
　図２０によれば、制御部２５は、まず、左側のページを表示するための画像ＮＯ．を取
得し、その画像ＮＯ．から第３層管理テーブル２６３（左管理テーブル２６３Ｌ）の画像
データを求める（ステップＳ８０１）。
　ここでは、画像データＮＯ．（左管理テーブル２６３Ｌ）＝第２層管理テーブル２６２
（左側画像順番管理テーブル２６２Ｌ）である。
【０１５７】
　そして、制御部２５は、表示番号、第３層管理テーブル２６３（左管理テーブル２６３
Ｌ）から取得される、画像データ、ページ番号の切り出し画像、期待ページ番号の順に、
表示部２３に表示する（ステップＳ８０２）。
【０１５８】
　次に、制御部２５は、右側のページを表示するための画像ＮＯ．を取得し、その画像Ｎ
Ｏ．から第３層管理テーブル２６３（右管理テーブル２６３Ｒ）の画像データを求める（
ステップＳ８０３）。
　ここでは、画像データＮＯ．（右管理テーブル２６３Ｒ）＝第２層管理テーブル２６２
（右側画像順番管理テーブル２６２Ｒ）である。
【０１５９】
　そして、制御部２５は、表示番号、第３層管理テーブル２６３（右管理テーブル２６３
Ｒ）から取得される、画像データ、ページ番号の切り出し画像、期待ページ番号の順に、
表示部２３に表示し、このとき、左側のページとともに見開き状態で表示される（ステッ
プＳ８０４）。
　以上の動作は、表示すべき画像が無くなるまで（ステップＳ８０５“ＹＥＳ”）、繰り
返し実行される。
【０１６０】
（実施形態の効果）
　以上説明のように、本実施形態に係る撮像装置（タブレット２）によれば、制御部２５
が、操作部２２により選択可能な、ページめくりに応じて左側のページ画像を順次撮影す
る「左側ページ用の自動撮影モード」と、ページめくりに応じて右側のページ画像を順次
撮影する「右側ページ用の自動撮影モード」に応じたページ画像の撮影を撮像部２１に実
行させ、撮像部２１が撮影したページ画像を出力部（表示部２３、通信部２４、または記
憶部２６）に出力する構成にすることで、例えば、自動ページめくり装置３でページをめ
くり、それに連動した正確な撮影動作が可能であり、例えば、本の電子化を容易に実行す
ることができる。
【０１６１】
　つまり、自動ページめくり装置３とタブレット２とを連動して制御することで、撮影か
ら編集、閲覧に至る一連の操作を手軽に行うことができる、撮像装置（タブレット）を備
えた書画カメラシステムを提供することができる。
　具体的に、本の中間ページで、自動ページめくり装置３でページをめくったタイミング
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でタブレット２を用いたページ画像の撮影を可能にし、このため、表紙付近と背表紙付近
を除いて自動で連続した効率的な撮影が可能になる。また、撮影により取り込まれたペー
ジ画像は、記憶部２６に保存することで、本を、編集、加工が容易な電子データに変換す
ることができる。
【０１６２】
　また、制御部２５が、操作部２２による選択された、ページ画像の撮影が左側ページ用
の手動撮影モードで行われた場合、撮影されたページ画像を左側のページ画像とし、ペー
ジ画像の撮影が右側ページ用の手動撮影モードで行われた場合、撮影されたページ画像を
右側のページ画像とする処理を行うことにより、自動ページめくり装置３との連動によら
ない、例えば、表紙、裏表紙、あるいは取り直しページ画像も左側のページの画像である
のか右側のページの画像であるのかを区別してデータ管理ができるため、本の電子化のた
めの編集を極めてスムーズに処理することが可能である。
【０１６３】
　また、撮影により得られたページ画像データを、３層構造の管理テーブル２６０を用い
て編集することにより、コピー操作を伴うことなく、ページ画像の挿入、削除、交換、並
びに、画像データのソート（降順→昇順）などが容易になるため、高速編集が可能になる
。
　さらに、３層構造の管理テーブル２６０としておくことで、テーブル構造を変えずに、
各管理テーブル間の読み出しポインタ等による関連付けを変えることでいろんなタイプの
本の構造に対応した本の電子化が可能である。
　例えば、片側ページしか無いような本の場合、第２層管理テーブル２６２の左側画像順
番管理テーブル２６２Ｌ又は右側画像順番管理テーブル２６２Ｒのどちらかの画像データ
に関連付けされている方のテーブルだけを第１層管理テーブル２６１に関連付けさせれば
、それだけで片側ページしか無いような本に対応できる。
【０１６４】
　なお、このとき、作成される管理テーブル２６０は、左側のページ画像を管理する左管
理テーブル２６３Ｌと右側のページ画像を管理する右管理テーブル２６３Ｒとからなる第
３層管理テーブル２６３と、左管理テーブル２６３Ｌと関連付けられて左側のページ画像
の順番を管理する左側画像順番管理テーブル２６２Ｌと右管理テーブル２６３Ｒと関連付
けられて右側のページ画像の順番を管理する右側画像順番管理テーブル２６２Ｒとからな
る第２層管理テーブル２６２と、第２層管理テーブル２６２と関連付けられて左側のペー
ジ画像と右側のページ画像とを合わせる時の順番を管理する第１層管理テーブル２６１と
を含む。
【０１６５】
　また、本実施形態に係る撮像装置によれば、３層構造の管理テーブル２６０に、容易に
追加情報を付加することが可能であり、例えば、撮影されたページ画像から、ページ番号
部分を切りだし表示することで、ページ順番を容易に確認することができる。また、期待
ページ番号を付加し、ページ番号の切り出し画像と並べて表示することで、頁順の確認を
容易にしてユーザに利便性を提供することができる。
【０１６６】
　具体的に、ページ画像と、拡大表示されるページ番号の切り出し画像と、期待ページ番
号とを並べて表示することにより、ページ番号の切り出し画像と、期待ページ番号が一致
しているか否かを容易に確認することができる。
【０１６７】
　また、１ページ表示と見開きページ単位で表示するモードを用意し、撮影装置の表示容
量によって選択可能な環境を提供することで、視認性の簡単からもページの確認をより容
易に実現することができる。
【０１６８】
　なお、本実施形態に係る撮像装置として、タブレット２のみ例示したが、タブレット２
に限らず、撮影機能、記録保存機能、編集機能を持つスマートホン等、市場に流通して手
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軽に扱うことのできる電子機器の全てに適用が可能である。
【０１６９】
　以上、実施形態を用いて本発明を説明したが、本発明の技術的範囲は上記実施形態に記
載の範囲には限定されないことは言うまでもない。
　上記実施形態に、多様な変更または改良を加えることが可能であることが当業者に明ら
かである。またその様な変更または改良を加えた形態も本発明の技術的範囲に含まれ得る
ことが、特許請求の範囲の記載から明らかである。
【０１７０】
　以下に、この出願の願書に最初に添付した特許請求の範囲に記載した発明を付記する。
付記に記載した請求項の項番は、この出願の願書に最初に添付した特許請求の範囲の通り
である。
【０１７１】
　〔付記〕
［請求項１］
　ページ画像を撮影可能な撮像部と、
　少なくともページめくりに応じて左側の前記ページ画像を順次撮影する左側ページ用の
自動撮影モードとページめくりに応じて右側の前記ページ画像を順次撮影する右側ページ
用の自動撮影モードの選択操作の行える操作部と、
　前記操作部で選択された前記自動撮影モードに応じた前記ページ画像の撮影を前記撮像
部に実行させる制御部と、
　前記撮像部の撮影した前記ページ画像を出力する出力部と、
　を備えたことを特徴とする撮像装置。
［請求項２］
　前記操作部は、
　左側の前記ページ画像を手動で撮影する左側ページ用の手動撮影モードと右側の前記ペ
ージ画像を手動で撮影する右側ページ手動撮影モードの選択が行え、
　前記制御部は、
　前記ページ画像の撮影が左側ページ用の手動撮影モードで行われた場合、撮影された前
記ページ画像を左側の前記ページ画像とし、前記ページ画像の撮影が右側ページ用の手動
撮影モードで行われた場合、撮影された前記ページ画像を右側の前記ページ画像とする処
理を行う、
　ことを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
［請求項３］
　前記操作部は、
　前記ページ画像に対応した期待する期待ページ番号の入力操作が行える、
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の撮像装置。
［請求項４］
　前記操作部は、
　左側の前記ページ画像の１つに入力された前記期待ページ番号を基準にして、残る左側
の前記ページ画像に対する期待ページ番号を付与する左側ページ用の期待ページ番号付与
モードと右側の前記ページ画像の１つに入力された前記期待ページ番号を基準にして、残
る右側の前記ページ画像に対する期待ページ番号を付与する右側ページ用の期待ページ番
号付与モードの選択が行え、
　前記制御部は、
　選択された前記期待ページ番号付与モードに応じて左側または右側の残る前記ページ画
像に対して前記期待ページ番号の付与を行う、
　ことを特徴とする請求項３に記載の撮像装置。
［請求項５］
　前記出力部は、
　前記ページ画像を、前記期待ページ番号とともに出力する、
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　ことを特徴とする請求項３又は４に記載の撮像装置。
［請求項６］
　前記操作部は、
　左側の前記ページ画像の上下関係を反転する左側ページ用のページ画像反転モードと右
側の前記ページ画像の上下関係を反転する右側ページ用のページ画像反転モードの選択が
行え、
　前記制御部は、
　選択された前記ページ画像反転モードに応じて左側または右側の前記ページ画像の上下
関係を反転する画像反転処理を行う、
　ことを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の撮像装置。
［請求項７］
　前記操作部は、
　前記ページ画像のページ番号の画像領域を指定することが可能であり、
　前記制御部は、
　前記画像領域のサムネイルを作成する、
　ことを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の撮像装置。
［請求項８］
　前記操作部は、
　前記画像領域の適用モードの選択が可能であり、
　前記制御部は、
　前記適用モードが選択されると、前記画像領域を指定した前記ページ画像以外の残る前
記ページ画像に対して前記画像領域と同じ位置の画像領域を指定するとともにサムネイル
を作成する、
　ことを特徴とする請求項７に記載の撮像装置。
［請求項９］
　前記出力部は、
　前記ページ画像を、前記サムネイルとともに出力する、
　ことを特徴とする請求項７又は８に記載の撮像装置。
［請求項１０］
　前記操作部は、
　前記ページ画像を選択して別の前記ページ画像を挿入する挿入処理、及び、前記ページ
画像を選択して前記ページ画像を削除する削除処理の選択が可能であり、
　前記制御部は、
　選択された前記ページ画像に対して挿入処理及び削除処理を行なう、
　ことを特徴とする請求項１乃至９のいずれか１項に記載の撮像装置。
［請求項１１］
　少なくとも左側の前記ページ画像を管理する左管理テーブルと少なくとも右側の前記ペ
ージ画像を管理する右管理テーブルとからなる第３層管理テーブルと、
　前記左管理テーブルと関連付けられて左側の前記ページ画像の順番を管理する左側画像
順番管理テーブルと前記右管理テーブルと関連付けられて右側の前記ページ画像の順番を
管理する右側画像順番管理テーブルとからなる第２層管理テーブルと、
　前記第２層管理テーブルと関連付けられて左側の前記ページ画像と右側の前記ページ画
像とを合わせる時の順番を管理する第１層管理テーブルと、
　を備えることを特徴とする請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の撮像装置。
［請求項１２］
　撮像装置による撮像方法であって、
　少なくともページめくりに応じて左側のページ画像を順次撮影する左側ページ用の自動
撮影モードとページめくりに応じて右側のページ画像を順次撮影する右側ページ用の自動
撮影モードの選択操作を行なうステップと、
　前記選択操作で選択された前記自動撮影モードに応じた前記ページ画像の撮影を前記撮
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　前記撮像装置の撮影した前記ページ画像を出力するステップと、
　を含むことを特徴とする撮像方法。
［請求項１３］
　撮像装置を制御するコンピュータに、
　少なくともページめくりに応じて左側のページ画像を順次撮影する左側ページ用の自動
撮影モードとページめくりに応じて右側のページ画像を順次撮影する右側ページ用の自動
撮影モードの選択操作を行なうための機能、
　前記選択操作で選択された前記自動撮影モードに応じた前記ページ画像の撮影を実行さ
せる機能、
　前記撮影した前記ページ画像を出力する機能、
　を実行させるためのプログラム。
【符号の説明】
【０１７２】
　１…書画カメラシステム、２…タブレット、２１…撮像部、２２…操作部、２３…表示
部、２４…通信部、２５…制御部、２６…記憶部、３…自動ページめくり装置、３１…制
御部、３２…記憶部、３３…操作部、３４…モータ駆動回路部、３５…通信部、３６…電
源部、２６０…管理テーブル、２６１…第１層管理テーブル、２６２…第２層管理テーブ
ル、２６２Ｌ…左側画像順番管理テーブル、２６２Ｒ…左側画像順番管理テーブル、２６
３…第３層管理テーブル、２６３Ｌ…左管理テーブル、２６３Ｒ…右管理テーブル
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